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第 35 園地盤震動シンポジウム (2007) の開催にあたって

主旨説明

百e35th Symposium of Earthquake Ground Motion (2007) 

Introduction 

加藤研一

Kenichi KATO 

our group，出巴 Re箆arch Subωmrnittee on 出e Earthquake Ground Motion, has sta民ed a new series of 

d民ussion on how to 凶e the newly proposed guideline of es位na也19 ear由quake ground motions for the 戸actiαof

seisrnic design. 百1ÎS guideIine 血ns at propos泊g site-specific and 鈎山田-s戸cific ground motions for scenario 

E紅白quakes at 出e ∞m回ction site. To investigate 出e appliωbility of the guideIine, characteristics of s回ngground 

motions 企om severalαustal 飽巾quak岱企equentlyωαrrred in 陀cent years are r百viewed. We expぽt to sh眠 O山

中t(K)ateinformation wi出問問chersand engineer百 forbetter in1plementation of出eguideIine. 

1 .はじめに

本年(初回)4月より地盤震動小委員会の主査を務める

ことになった。著者は本委員会にたいへんお世話になっ

ている。これまでの関わりあいを思い起すと、先ず、学

生時代のゼミで本委員会初の旬年記念刊行物「地震動と

地盤 (1983)J を読む機会を与えられ、地震動関連の卒論

と修論テーマを選定するきっかけとなった(もっとも、

学生にとってはかなり難解な内容の本であった)。企業の

研究部門に配属後、海外との共同研究や英語論文の執筆

の際には、第二の刊行物 IE紅由quake Motion and Ground 

Conditions (1993)J を大いに参考とした。第三の刊行物「地

盤震動一現象と理論一 (2∞4)J は単に各論の解説にとど

まらず、入力地震動評価への応用にも重点が置かれてい

る。著者は研究と実務の両面に携わる立場にあるが、そ

の双方で活用している。刊行物の出版に加え、毎年かか

さずシンポジウムが開催され、今年で 35 回目を迎えるこ

とになった。これらのシンポジウムから、新たな課題を

見つけ、次の研究テーマを考えるヒントを得ている。

このように、地盤震動小委員会は 1972 年の発足以来、

実に四半世紀以上の長年にわたり、地盤震動関連分野の

みならず、震源や伝播経路の諸問題など、日本の地震工

学・強震動地震学を常にリードしてきた伝統ある委員会

である。このような委員会の舵取り役となる機会を与え

られたのは光栄であると共に、責任の重大性を痛感して

いる次第である。

2. 頻発する内陸地蔵内地置:活動期に入ったのか?

本委員会は川瀬前主査のもと、 2∞2 年度から「地盤震

動研究を耐震設計に知何に活かすか」という中期テーマ

ホ鹿島小堀研究室

を設定し、 5 回にわたりシンポジウムを開催してきた。

そして、これら一連のシンポジウムでの議論を踏まえ、

地震と建設サイトを特定したシナリオ型強震動予測手法

に基づく設計用入力地震動作成指針の提案を活動の柱と

し、その指針も完成間近となっている。

以上の状況のもと、本年度最初の小委員会を 5 月に開

催し、今後の進むべき方向性を議論した。指針を提案す

るからには、その適用性を充分に確認する必要がある。

近年、被害地震が多発しているが、その強震動が充分に

解明されているわけではない。そこで、もう一度原点に

立ち返り、最近の被害地震でどのような現象が起きてい

たのか、また、その現象は現在の知見で説明可能かなど

を改めて認識することの必要性を確認しあった。以上の

経緯を踏まえ、我々の視点から強震動を解釈して指針の

適用性を確認すると共に、新たな課題を明らかにするこ

とを中長期目標に設定した。シンポジウムのサブタイト

ルは「一新・入力地震動作成手法の使い方と検証一」と

した。あえて“新"をつけたのは、近年の大地震を踏ま

えた上での入力地震動作成手法であるとの位置付けであ

る。

本年 3 月に能登半島地震が発生したこともあり、今年

は内陸地殻内地震を取り上げている。ほぽプログラムが

確定した後、 7 月に新潟県中越沖地震が発生し、半年以

内に M6.8'"'"'6.9 の地震が 2 つも発生するとは想像できな

かったのが実感である。 1995 年兵庫県南部地震以後、頻

繁に内陸地殻内地震が発生するようになり、地震活動の

静穏期から活動期に移行したことを裏付けているように

思える。

西南日本で発生する内陸地殻内地震と、東海・東南

Kobori Research 白rnplex， Kajimaω. 
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辺には 133 棟の建物(うち木造建物 112 椋)がある.観

測点の 15伽1 ほど南を中心に全嬢家屋が計 8棟ある(写

真 3， 4) .これ以外にも外壁の大きなひひ智lれ，木造建

物の外装材の落下，屋根瓦の破損，ガラスの破損，基礎，

地盤の被害も見られる.

• K-NET 穴水(震度6強)

観測点は，七尾線穴水駅から北西に 40伽1 ほどのとこ

ろにある公園の隅に設置(写真 5) .観測点の南側と北

東側が甚大な被害を受けており全壊建物多数(写真 6""'

9) .被害分布を図 2 に示す.周辺には 206棟の建物(う

ち木造建物 197棟)があり，全壊した木造建物は 37 棟，

木造建物全壊率は 18.8%に達した.ただし，大きな被害

を受けた木造建物のほとんどは，老朽化した非常に古い

家屋や l 階が商店で 1 階の岡別企が極端に低くなっている

ものである.また，非木造建物に大破以上の被害建物は

ない.これ以外にも外壁のひU曹lれ，落下，ガラスの破

損などの被害も多数あり，液状化による地盤の被害も見

られる.

• JMA 能登町(震度6 弱)

観測点は，能登町役場建物(写真 10) の正面玄関を入

ってすぐ左の町民談話室の中に設置(写真 ll) .能登町

役場建物は，海に面している.周辺には 329 棟の建物(う

ち木造建物 294棟)がある.地盤に被害が見られるとこ

ろがあり，外壁，基礎のひU事jれ，ガラスの破損は見ら

れるが，大きな被害を受けた建物はない.

. K-NET 能都(震度6弱)

観測点は，公立宇出樟総合病院建物の南西の敷地内に

設置(写真 12) . 刷A能登町から北西に 3∞m の位置に

なる.周辺には219棟の建物(うち木造建物 187棟)が

ある.外壁，基礎のひU事!れは見られるが，大きな被害

を受けた建物はない.

• K-NET 輪島(震度6弱)

観測点は，市立河井保育所建物の東にある上り坂の途

中に設置(写真 13) .周辺には 255棟の建物(うち木造

建物お9棟)がある.観測点の西側と北側に全壊家屋が

計 7棟ある(写真 14， 15) .これ以外にも外壁のひU事l

れ，塀の転倒，基礎部のひて用|れや蝿盤の被害も見られ

る.

. J胤輪島(震度6強)

観測点は，輪島地方合同庁舎建物(の中に輪島測候所

がある，写真 16) の南の敷地内に設置(写真 17) .周辺

には 284棟の建物(うち，木造建物 274棟)がある.観

測点の北側に全壊家屋が計 13 棟ある(写真 18， 19) .こ

れ以外にも外壁のひU習lれ，基礎部のひU事lれ，屋根瓦

の被害や塀の破損が見られる.

-輪島市門前町震度計(震度6強)

観測点は，輪島市門前総合支所門前庁舎建物(写真 20)
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図2 K-NET穴水周辺の被害分布

の裏手に設置(写真 21) .観測点北側と西側に全壊建物

多数(写真 22""'24) .周辺には 100 棟の建物(うち木造

建物価棟)があり，全壊した木造建物は 16棟，木造建

物全壊率は 18.6%に達した.ただし，大きな被害を受け

た木造建物のほとんどは，老朽化した非常に古い家屋や

1 階が商店で 1 階の岡別企が極端に低くなっているもので

ある.また，非木造建物に大破以上の被害建物はない.

これ以外にも外壁のひU事lれや落下，屋根瓦基礎部の

被害，塀の転倒もあり，按状化による地盤の被害も見ら

れる.

• K-NET 富来(震度6弱)

観測点は，志賀町とぎ実験農場の道を挟んだ反対側に

設置. 周辺には志賀町とぎ実験農場の建物以外に建物は

ほとんどなく，木造建物が 3棟だけある.瓦のずれ以外

に被害はない.

. J剛志賀(震度6 弱)

観測点は，志賀町役場富来支所建物内部の図書室書庫

の内部に設置周辺には 32 棟の建物(うち木造建物お

棟)がある.外壁，土聞にひU事lれ，屋根瓦に被害が見

られるが，大きな被害を受けた建物はない.

-志賀町末吉千古震度計(震度6弱)

観測点は，志賀町役場建物の正面左手に設置周辺に

は l似棟の建物(うち木造建物 93 棟)がある.外壁，基

礎部にひU事lれ，外装材の落下，屋根瓦の被害が見られ

るが，大きな被害を受けた建物はない.

. K-NET 七尾七尾市袖ヶ江町震度計(震度5強)

両観測点は，七尾市役所建物の正面右手前に並んで盛

土の上に設置.周辺には 2位棟の建物(うち木造建物 224

棟)がある.外壁にひU帯lれが見られる建物はあるが，

大きな被害を受けた建物はない.
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